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Abstract 
	 	   This paper examines 1) the purpose of joining the internship in Japanese enterprises by foreign 
students, 2) their evaluation on their achievement during the internship, and 3) the further goal that they 
assign for the future searching for a vocation after the internship. Data were collected mainly from the 
reports and the questionnaire written by undergraduate students in a private university in Japan.  
     The results of the research suggest that the main purpose that the foreign students set for the 
internship is to assess themselves in workplace environments which consist of mainly Japanese so that 
they can decide on whether or not they should or could work in Japan. The work experience functions as 
a chance to provide the necessary information for them to have a positive and clear self-image of 
working for a Japanese company. Through the internship the students develop the occupational 
knowledge and self-concept as well as enhancing their self-esteem. It also helps for them to know the 
requirements on what they have to prepare for getting a job successfully in the future. 
	 
1．はじめに	 
	 日本社会には新卒一括採用という雇用慣行があるため，学生たちは卒業前から大学教育内に
組み込まれた労働市場での競争を余儀なくされている.大学機関でのキャリア教育が政府によ
って義務化されて以降(文部科学省 2010)，学生たちはますます早期の職業的自己概念の確立を
求められてきているが，日本での就職を希望する外国人留学生たちは，どのように職業探索を
しているのだろうか．
	 本稿では，職業探索の一手段であり，大学と実社会の紐帯としての機能をもつインターンシ
ップ場面に焦点を当て，留学生がどのような目的で日本企業でのビジネス研修に参加したのか，
その実践から得た学びをどのように評価し，さらにどのような学びを求めていくのかを明らか
にする．
2．先行研究	 
	 大学と実社会という２つの実践共同体間の移動による学び(知識・技能の獲得とアイデンティ
ティ変容)を考察するとき，「知の転移」という課題に向かわなければならない．「転移」とは「あ
る課題で学習されたことが後にほかの新しい課題の学習に適用されること」(石黒 2004：26)で
あり，例えば，仮に大学のカリキュラム内にビジネスに関する科目があるとき，その教室内で
学んだ知識を実際のビジネス場面で使うことである．果たしてその程度はどのぐらいだろうか．
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個人の職業は多種多様であり，所属する企業実践共同体もまた多様なため，教室内の「知」が
そのままビジネスでの実質行動に適用できる範囲は広いとは言い難い．実社会で生きるための
力とは，単なる知識・技能のみならず全人格的な学びによって得られるものだからだ．
	 「知の転移」をアイデンティティの変化にまで拡張したビーチ(2004)は「共変移」(consequential 
transition)iという概念によって活動間の移動の方向性を類別したが，その中でインターンシップ
は， 大学の教育システムと社会実践を往復する間での学びの媒介として位置する「媒介変移」
(mediational transition)に相当する．海外からの留学生にとっては，それらを取り込むさらに大き
な範囲で日本社会という文脈も存在するため，文化横断的な移動を含んだ学びを考え合わせな
ければならない．留学生のインターンシップ経験にこの媒介変移の概念を導入することは，多
様な文脈・方向性を背景にする学びをとらえる上で有益だと考えられる．
	 留学生はインターンシップに参加することで，さまざまな属性の人々と接触するわけだが，
従来の接触場面研究では，言語，社会言語，社会文化能力を包含したインターアクション行動(ネ
ウストプニー 1995，2000)について，主に言語的知識の規範を用いた知見が多く得られてきた．
しかしながら，ビジネス実習場面で求められる「社会文化能力」の実態が具体的にどのような
ものなのかについて明らかにした研究は管見するところまだ数少ないii． 
	 その理由の一つとしては，ビジネスで求められる能力や行動が業種・職種によって大きく異
なるからだろう．また，個人が職業を通して「いかに生きるか」という問いの解について，言
語の文法規則のような明確な「規範」と呼べるようなものがないのも一因だ．外国人居住者の
異文化適応の在り方を「社会文化管理」プロセスの中で考察した村岡(2006)は，その「規範」
を「個人の変動可能な基準」として定義し，それに基づく「評価」「調整」には個人によって多
くのバリエーションがあることを明らかにした．
	 本研究ではインターンシップ研修期間を一つの社会文化管理プロセスの単位として設定する
が，このプロセスの出発点となる「規範」についても，村岡の指摘と同様に，「～すべき」とい
った命題で表されるような遵守行為的な社会的「規範」ではなく，個人の職業人生における自
己実現に向けての「目的」と置き換えて論を進めていく．「目的」とは個人の価値観と欲求に結
びついた「よりよい人生を生きるため」の意義を表す抽象的な概念であり，その目的を達成す
るための過程で立てる具体的な行動指標が「目標」である．本研究では，留学生がある「目的」
をもってインターンシップに参加し，研修前に立てた「目標」を参加後に振り返ることで自身
を「評価」をし，さらにそこから見出された課題を目指して「調整」していこうとする過程で
の学びの実態を明らかにしていく．
3．調査概要	 
3.1	 調査協力者	 
	 本研究の協力者は東京都内の同じ私立大学に所属する 11 名の学部留学生である．彼らの属
性および受け入れ企業でのインターンシップの状況は表１に示したとおりである．協力者たち
の滞日年数は表中の学年に約半年～1 年の日本語学校通学期間を加えたもので，日本語能力は
上級レベルである．この留学生たちは 2012 年，2013 年，2014 年の夏季休暇中に日本企業での
インターンシップ研修に参加した．参加の仕方としては，大学のキャリア関係部署主催の学内
応募によるもの(S1，S2，S3，S4，S5，S6，S11iii)と，学外の団体主催によるプログラムへの自
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由応募によるもの(S7，S8，S9，S10)とに大別される．大学主催によるインターンシップの場合
は，受け入れ先企業数に制約があるため，その企業の業種と学生が卒業後に希望する業種とが
必ずしも一致するとは限らない．本協力者の中でも，将来の希望業種とほぼ一致する企業での
研修を受けたのは S1，S4，S6 のみである． 
	 日本で行われているインターンシップの類型は，主に「課題達成型」，「中核業務型」，「ア
ルバイト・パート型」の 3 つに分かれるが(佐藤ら 2006)，本研究では「アルバイト・パート
型」を「周辺業務型」とし，「講義型」を加えて 4 つのタイプに分類した．各企業は，ほぼ同時
期に複数の大学機関からのインターン生を受け入れることが一般的であり，例えば，「課題達成
型」の研修内容を中心としたプログラムでは，異なる大学出身者たちがいくつかのチームに分
かれて，与えられたプロジェクト課題に取り組むという実習形態がとられた．協力者のうち，
S5 には来日前に母国で既に就業した経験があった． 
表 1：研究協力者の属性とインターンシップ概要	 
(学年は IS 参加当時のもの)	 
3.2	 分析方法	 
	 本研究の分析に使用したデータは， 主に学内外プログラム主催部署および団体に提出され
たインターン生執筆の報告書と，筆者が研修前に実施した質問紙調査の記述データである．こ
れらの補助資料として，研修日誌と研修後に筆者が実施した半構造化面接(一人当たり約 90 分)
での口述データの文字化スクリプトを用いた．この他，研修業務で使用した関連資料や筆者に
よる事前オリエンテーションおよび事後報告会での参与観察，企業経営者または研修担当者へ
のインタビューもデータ解釈のために補助的に使用した．
	 報告書iv中の「インターンシップでの目標」の項目と質問紙調査の「研修の参加理由」の項
目に記載された回答を「目的」とし，「達成度」の欄に記載された回答を「評価」，「今後の学生
生活への課題」欄への回答を「課題」とした．各項目が記述されていない場合はインタビュー
や業務日誌の内容で補足した．まず，これらの記述と口述データから類似する語句・表現を抽
出し，ラベルを付けて分類した．それを用いて，留学生が何を目的としてインターンシップに
参加し，参加後に自身の学びをどう評価したのか，また大学に戻ってからの課題をどのように
展望したのかを，時系列に沿って分析，考察した．
インター ン 学部専攻 学年 出身国 性別 研修期間 実労日数 ISタイプ IS生参加形態 社 研修先企業
S1 社会学系 3 韓国 男性 　2012年9月5日-9月19日 10日 課題達成 ISチー ム（他大学生混合） A 医療品製造販売
S2 社会学系 3 韓国 女性 　2012年8月2日-8月15日 10日 課題達成 ISチー ム（他大学生混合） B 教育研修
S3 社会学系 3 中国 女性 　2012年8月27日-9月7日 10日 周辺業務 単独 C 教育研修
S4 社会学系 3 中国 女性 　2012年8月29日-8月30日 2日 講義・討議 単独 D 金融
S5 理工学系 3 中国 男性 　2013年8月19日-8月30日 10日 周辺業務 単独 E 建設
S6 理工学系 3 中国 女性 　2013年8月19日-8月30日 10日 中核業務 単独 F 金属部品製造
S7 社会学系 3 中国 男性 　2013年8月1日-8月30日 20日 周辺業務・課題達成 ISチー ム（ほぼ同大留学生） G 不動産
S8 社会学系 2 中国 女性 　2013年8月1日-8月31日 20日 周辺業務・課題達成 ISチー ム（ほぼ同大留学生） G 不動産
S9 社会学系 2 中国 女性 　2013年8月5日-8月30日 20日 中核業務 単独 H 不動産
S10 社会学系 2 中国 女性 　2013年8月26日-9月7日 12日 周辺業務 単独 I 不動産
S11 社会学系 3 中国 女性 　2014年8月18日-8月29日 10日 課題達成 ISチー ム（他大学生混合） A 医療品製造販売
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 次章では，それぞれの結果を，第 4.1 節「インターンシップ参加の目的」，第 4.2 節「学びの
評価」，第 4.3 節「インターンシップ参加後の課題」として詳述していく．	 	 
4．結果	 
4.1	 インターンシップ参加の目的v	 	 
	 本節では，留学生たちがなぜインターンシップに参加したのかについて探る. 表 2-1，表 2-2
は，「目的」をラベル別にまとめたものである.留学生のインターンシップ参加の「目的」は，
主に「企業」を取り巻く実社会で行われる経済活動に関するものと「自己」に関するものとに
大別された.では，それぞれについて詳述してみよう.  
(以下， 表中，協力者の日本語の誤用は訂正せずに原文のままとした.ラベル化の根拠となった
語句・表現を太字にした. データの出所は「(S＃)」：協力者，「(報)：報告書」，「(ア)：アンケー
ト」，「(I)：インタビュー」，「･･･：(略)」と表した.本文で回答データを示す場合は「斜体」と事
例番号(＃)で記し，強調箇所には下線を付した.) 
4.1.1	 企業に関する理解・知識・技能の獲得	 
	 表 2-1 の回答から，留学生たちはまず，インターンシップを「日本社会」，「業界」，「企業」
についての実践的な知見を得る機会として捉えて，「企業組織」，「仕事の流れ」，「業務内容」，
「職務内容」，「組織構成員の行動規範」，「社会人としての意識行動」についての理解や知識を
得ることを目的にしていたことがわかる．
	 大学という閉ざされた教育環境の中では知り得ない実社会に関する情報や知識を得たいとい
う思いが多くの記述に表れている．「実際…具体的に自分の目でみて，体験し」(2)，「本当の日
本企業の姿を見て」(6)，「実感する」(7)，「雰囲気を体験」(9)，「企業の人たちの仕事ぶりを見
て」(19)というような，生のビジネス実践現場を直接観察し，肌で感じる体験だ． 
	 しかも，留学生にとってはそれらすべてが「日本」という社会にあることが重要なのだ．同
じような業界は母国にも存在し，母国で幼少の頃から見聞きしている企業による経済活動情報
は自身の職業を選択するために有用なはずなのだが，異文化である「日本」社会においては，
彼らがもつ企業の情報は質量ともに多くはないのである．例えば，「日本の建物はどうやって建
てるのか」(1)といった疑問は，母国と日本で見る完成品としての建築物が外見上は同じであっ
ても，その内部の構造や建築工程などは違うだろうという推測から発生している．だからこそ，
「日本の会社」(6～9)に入って業務を実体験することで，机上の学問では知り得ない企業の組
織構造や仕事の流れを理解し(1～11)，社会人としての行動規範や企業人の意識(12～19)を学ぼ
うと考えたのである．
表 2-1：インターンシップ参加の目的（企業）	 
項目 No 目的
業
界
社
会
・
1 建築現場を見学することにより日本の建物はどうやって建てるのか，またそ 
の中の設備との関連を知ることです. （S5・報） 
2 自分が目指している業界では実際どんな仕事をしているのか具体的に自分 
の目でみて，体験し，･･･（S1・報） 
組
織
･
3 社会ってどういうもので，会社について勉強する，会社の流れっていうもの 
を知りたかった.（S1・I） 
4 銀行業務の概要や組織を学び，・・・（S4・報） 
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4.1.2	 「自己」の位置づけの査定	 
	 本研究協力者たちがインターンシップに参加したもう一つの大きな目的は，企業の実践共同
体に身を置くことで，職業領域の中での「自己」をより明確化することだった．表 2-2 の回答
からは，将来の自己像を想像しつつ，現在の自分の「適性や能力」を査定し，「能力や態度」，
「特性」を向上させたいと考えていたことが明らかになった．
	 インターンシップ参加者たちは，そもそも夏季に無給の仕事に従事したいという意欲の高い
学生である．また，特に学内応募での参加者は，毎年 300 名近くの日本人学生を含む応募者の
中から書類，面接選考を通過した留学生であることから，大学の実践共同体内での自己の位置
付けはある程度認識できたと推測される．
	 そのような留学生が求めるのは，ビジネスの場で「現時点の自分はどの位できるかを確認」
し(22)， 「自分の力」(21)や「留学で学んだすべての知識を実践の仕事場で試す」(24)ことだ．
想像する実践共同体で働く「自己像」(41，42)を思い描きながら研修を受け，「今何が必要で，
何を準備すればよいのか」(41) や「自分に向いている仕事」(20)が何かを判断することで，現
在の自己に不足している能力，態度，特性を浮き彫りにしたいと考えていたのだ．つまり，イ
ンターンシップを，日本の企業実践共同体内での自己の位置付けの査定の機会として捉えてい
たといえる．査定のいかんによっては，就職する国の移動を考えなければならない深刻な問題
となるからだ．
「日本に就職するか，帰国するのか迷いました」(26)と述べられている通り，留学生にとっ
て，日本で就職するか否かの選択は決して容易なものではない．外国人である自己が日本の企
業環境の中でどのように位置づけられるのか，日本企業での外国人の待遇の予測が正しいのか
どうか(「日本の方が給料が高い．日本に就職しても中国人と日本人との差別があるという事が
企
業
仕
事
の
流
れ
･
業
務
職
務
5 会社の動きを理解すること.怪我をしないこと.（S5・ア） 
6 日本の会社に入って，本当の日本企業の姿を見て，・・・ （S8・ア） 
7 日本の会社を実感するため（S7・報）	 
8 日本の会社の環境はどんな環境自分はその環境には入れるのかそういうこと 
も見たいです.（S9・I） 
9 日本の企業の仕組など知りたくて，雰囲気を体験してみたいです. 日本の不動 
産企業の仕組をできれば詳しくしたいと考えます.（S10・ア） 
10 まず，会社組織のあり方を理解した上で，仕事の流れや具体的な業務内容
を修得すること，･･･（S11・報） 
構
成
員
・ 
社
会
人
行
動
規
範
・ 
意
識
行
動
11 事務職としての基礎を学びたいです.（S3・報） 
12 社会で使われているマナーそして・・・（S1・ア） 
13 銀行の厳しいマナーを身に付きたいです.最も正確で綺麗なお辞儀や言葉遣
いを学び，12 月からの就職活動に活用したいです.（S4・報） 
14 インターンシップを通じて必然的に目上の人，年長者とコミュニケーショ
ンの機会が増え，そこからビジネスマナーを体で覚えられるように頑張りま 
す.（S6・報） 
15 現場でビジネスマナーや接客方を学ぶため（S7・報） 
16 基本マナーを学びたいです.（S7・ア） 
17 一日 8 時間を会社で過ごし，社会人としての時間観念を持つため（S7・報） 
18 社員たち，本当の社会人として，責任感，向上心などを養成したいと目指し
ます.（S8・ア） 
19 次に企業の人たちの仕事ぶりを見て，社会人としての責任や生き方を学び
自分の適性を見極めことです.（S11・報） 
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分かってる」(26))，「外国人だし，日本語もそんな日本人と比べて流暢に話せるわけでもない」
(27)自分がそれをどう感じるのかを見定め，「その環境に入れるのか」(23)を見極めることこそ
が，留学生にとってのインターンシップ参加の重大な目的だったといえるだろう．
	 自己を知るには，自分を映し出す鏡としての他者の存在が必要だが，自らを「外国人」(25，
27)として既定する留学生にとって他者となるのは「日本人」，「日本人学生」である(25-27)．彼
らが想像する未来の実践共同体は基本的に日本人社員によって構成され，日本語が話される企
業体だからだ．研修を通して自己を向上させることで(28-36)，「就職活動」において日本人学生
に勝るべく競争力を強化し(37-40)，入社後も日本人社員たちと円滑に職業生活を送れるような
学びを目指していたのである．
表 2-2：インターンシップ参加の目的（自己）	 
項
目
No 目的
適
性
・
能
力
査
定
	 
	 
	 
20 自分に向いている仕事を考えることです.（S3・ア） 
21 そして自分の力をためしてみたいと思っています.（S1・ア） 
22 現時点の自分はどの位できるかを確認するため（S7・報）	 
23 日本の会社の環境はどんな環境，自分はその環境に入れるのかそういうことも見
たいです.（S9・I） 
24 留学で学んだすべての知識を実践の仕事場で試し，欠けている点をみつめなお
す.（S4・ア） 
25 外国人だし，日本語も日本人と比べて流暢に話せるわけでもないし，日本で韓国
語もっていてもあんまり意味ないので，日本の学生と差別化をつけたかったんで
すよ，自分なりに.（S1・I） 
26 日本に就職するか，帰国するのか迷いましたので.日本の方が給料が高い.日本に
就職しても中国人と日本人との差別があるという事が分かってる.（S8・I） 
27 日本の学生たちは，うちらより２歳，３歳下なので，まだもっと若くて，日本人
なので，日本語はベラベラなので，競争力があるかどうか. 外国人なんで日本に就
職すれば日本語能力は絶対.日本語の日常会話はだいじょうぶですけど，業務の専
門の言葉，業務のついての言葉全然わかんないので.（S8・I) 
能
力
・
態
度
向
上
	 
	 	 
28 自分の能力を高めたいと考えます.（S10・ア） 
29 また自分の人見知りを克服し，新しい環境に溶け込むように努力し，スムーズに
ロールプレイングを完成することです.（S11・報） 
30 必然的に目上の人，年長者とコミュニケーションの機会が増え，そこからビジネ
スマナーを体で覚えられるように頑張ります.(S6・報） 
31 意見を正確に伝える力を養うことと発表になれること.(インターンシップ選考の）
面接でも緊張しすぎて頭が真っ白になり，正確に意見を伝えることができなかった.
日本語の表現力をみんなと話し合ったり発表を聞いたりして学んでいこうと思い
ます.なお，今まで発表の機会があまりなかったので今回のインターンシップを通し
て発表を恐れないようになりたいです.(S2・報） 
32 ビジネス日本語能力を身に着けたい.（S9・ア） 
33 自分ビジネス日本語を練習する上，来年の就活のため，基本マナーを学びたいで
す.(S7・ア） 
特
性
向
上
34 自身（「自信」の誤り）を持って積極的に参加すること.(S2・ア） 
35 例えいくら暑い，辛いとしても，諦めないことを目標としています.(S7・報） 
36 本当の日本企業の姿を見て，自分に成長させたいと考えます.社員たち，本当の社
会人として，責任感，向上心などを養成したいと目指します.(S8・ア) 
就
職
活
動
37 今後就職活動に様々なことを生かせるようにたくさんのことを学ぶ.(S1・報） 
38 12 月からの就職活動に活用したいです.（S4・報） 
39 実際の就職活動を行うときのイメージをやしなうことです.(S6・報） 
40 就活に有利な経験を身に着けるため.(S7・報） 
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将
来
像 
41 将来，自分の未来像を想像しながら，仕事ができるようになるためには，今何が
必要で，何を準備すればよいのかを知りたいです.（S4・報） 
42 「働く」ことに対する明確なイメージを持つことです.(S6・ア） 
 
4.2	 学びの評価vi	 
	 では，留学生たちは，前節のような目的で臨んだ研修での学びをどう評価したのだろうか． 
	 表 3-1，表 3-2 に示した通り，「評価」もまた，前述した「目的」と同様，主に「企業」での
経済活動に関するものと「自己」に関するものとに分類することができた． 
	 研修開始時と終了時の自身の学びを比較して，開始当初は業務内容に関する知識や能力の不
足を感じたり，不安だったりしたが(「最初の日に～」(45)，「最初(の方)は～」(64，77)，「初め
ては～」(72))，時が経過するにつれて斬新的に知識・能力の向上や特性・態度などの変容が自
覚され(「だんだん」(47，72)「時間が経つと」(77))，研修を終了した時点では，研修の期間の
長短や研修形態の種別を問わず，成長が認識された(「一ヶ月後の今」(45)，「二日後」(50)「二
週間目は」(51)など)．以下では，このような学びの変容をより具体的にみてみる．  
	 
4.2.1	 「日本社会」，「業界」，「企業」に関する学びの評価	 
	 インターン生たちはまず「企業組織」，「仕事の流れ」，「業務内容」，「職務内容」，「構成員の
行動規範」，「社会人としての意識行動」，「人材育成の姿勢」，「人間関係」についての知識や能
力が向上したことを全体として肯定的に評価している．前節で述べたとおり，直接的体験から
これらを学ぼうとする目標を立てて研修に臨んだわけだが，実際の業務に携わることによって，
企業についての実践的な知見が深められたことが明らかになった． 
	 「建築業」のように「B to B(Business to Business)」の企業向け事業の業務内容は特に，一般
消費者の目からは理解しにくいものだが，消費者の立場から日常生活でよく目にする「B to 
C(Business to Consumer)」事業である「銀行」や「不動産」，また実際に学生の立場で体験して
きた「教育」関連などの業界であったとしても，消費者や学生の視点では知り得ない多くの知
識・情報を得ることができ，深く理解したことを評価した．「銀行の組織は大きく本部と営業店
にわかれますが，経営コンサルティングは本部に属し，新入社員は必ず営業店に配属される」
(49)，「不動産に関しては貸し出し，内部査定，案内ぐらいしか分からなかったが，」(45)といっ
た業務・職務についての具体性を帯びた言及は，彼らの知識の深化を示唆している．また，研
修内容が事務的で一見「単純な仕事」(47)であったとしても，個々の業務やプロセスに意味が
あり，作業の工夫が必要だったことや，技術職の仕事でも他者との「ホウレンソウ(報告，連絡，
相談)」が重要であることなどについて，身をもって学べたと評価している(46，51，52)． 
	 実社会での業務内容の理解は，大学環境での勉学との違いについての気づきでもあった．次
の言述からは，各実践共同体での学びを比較する目が養われたことがわかる．「学校では学べな
い社会…．今まで全然知らなかった会社の人員構成，上下関係，仕事のスタイルなど」 (44)，
「学校ではなかなか体験できないもの」(68)を体験することで，「学生と社会人と違い」(53，57，
60)を知り，企業での仕事がいかに大変かつ重要で，責任感を伴うものであるか(45，47，52，
60)を実感していた．また，業務をうまく達成できた時の「楽しさ」や他者からの「信頼」(47，
49)を得られる喜びも味わう．理工系専攻の S6 は，大学での実験は条件統制されており，結果
も明らかになっているところを教員に指導されるままなぞるだけだが，「実際のものつくりと自
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分のイメージは違いました」(52)と述べた．社会系の S11 も意見提示について，「学校のレポー
ト作成」(80)と企業での根拠に裏付けられた論理展開とを対比し，その深浅について評価して
いる．
	 大学でも類似の課題を遂行することがあるのだが，利潤追求を使命とした企業では，自分が
業務を遂行した先に「顧客」が存在し，顧客の満足や信頼が企業の業績に直結することが決定
的な違いとして意識されたことが読み取れる(48，67，80)．企業がこのような使命を負ってい
るからこそ，サービスにとって不可欠な「マナー」(48，58)，ものを製造する上で重要な安全
管理のための「検査」(51)や「良い製品を作る」(52)ための綿密な工程，また職場内の「円滑な
人間関係」(48，66，68)が重要なのだと認識したのである． 
	 企業実践共同体の中での他者との関わりとしては，自らが多忙な業務の中でも精神的支援や
業務支援をしてくれ，人生観を話してくれもする社員たちの存在があった(61-65)．インターン
生の感謝の言葉には，日本企業の人材育成の姿勢についての理解と，未熟な「新入社員」(65)
として入社する将来の就職先でも，同じような処遇を受けるだろうとの安心感が表れていた．
表 3-1	 インターンシップ参加の評価（企業）  
項目 No 評価
	 組 43 社会ってどういうもので，会社について勉強する，会社の流れっていうもの
を知りたかった.興味があったので，実際勉強できた.(S1・I） 
企
業
織 44 今回のインターンシップにより，学校では学べない社会のことを学べました.そ
の中に今まで全然知らなかった会社の人員構成，上下関係，仕事のスタイル
などが分かりました.(S5・報） 
業
務
・
職
務
に
関
す
る
知
識
・
態
度
	 
45 最初の日に不動産に関しては貸し出し，内部査定，案内ぐらいしか分からなか
ったが，一ヶ月後の今，基本知識はもちろん，現場に実際の業務を体験したた
め，仕事内容を更に詳しく知り，不動産業の深さと大事さを感じし，相応な責
任感も分かってきた.（S7・最終日日誌） 
46 笑顔で仕事を受けとて，「丁寧に，正確に，迅速に」仕事を取り組むことを心に
かけた.失敗しても，落ち着いてやり直して，同じミスを繰り返さないようにし
ました.印刷機の使用方法やプリントセット，データ入力や電話対応など事務職
としての基礎を学びました.いろいろな角度を仕事を対応しなければならない
です.（S3・報） 
47 単純な仕事ですが，積極にやると，仕事の楽しさがだんだん感じます.細かい
ことさえできれば，大きい仕事が完成できている信頼感を与えられます.いろい
ろな仕事も教えられます.講師という表舞台を支えている裏の仕事大切で簡単
ではないと実感しました.（S3・報） 
48 どんなことでも，どんな場合でも一番大切なのはマナーだと思いますが，銀行
ならではのマナーの重要性は顧客満足によりお客様からの企業を評価する物
差しや職場の方々の円滑な人間関係などが対象だということを知りました.
（S4・報） 
49 私の夢は経営コンサルタントになることです.銀行の組織は大きく本部と営業
店にわかれますが，経営コンサルティングは本部に属し，新入社員は必ず営業店
に配属されるということを知りまして，何より大切なことは，日々の努力の積み
重ね，お客様との信頼関係を構築することを学びました.（S4・報） 
50 二日間という短いインターンシップでしたが，本当に沢山の知識を学びました.
二日前の自分と二日後の自分の変わりに驚きました.人は熱心に学ぶと必ずで
きるようになります.今後からも積極的学びます.（S4・報） 
51 一週間目は，ずっと竣工前の検査があり，毎日色々な設備の検査を行うことに
より設備関係について多少分かりました.二週間目は，三つの進度が異なる建築
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現場で見学したため，建物が最初から建てられる流れについてわかるように
なりました.全体的に見ると大体目標に達成したと感じます.（S5・報） 
52 実際のものつくりと自分のイメージは違いました，自分自身でものつくり仕事
の大変さ，重要さ，面白さを体験しました.良い製品を作るため，すべてのプ
ロセスを工夫するべきです.仕事中ホウレンソウ（報告，連絡，相談）の重要
さも体験ができました.（S6・報） 
53 短い一ヶ月ですが，社会人の姿と不動産についての専門知識についてすごく勉
強になりました.今回のインターンシップは素晴らしい経験です.（S7・報) 
54 xx 部署はうちの会社の仕事の始まりのどころです（S8・報）. 
56 （目的は）達成しました.知りたいことは全部，皆から教えてくれました.…足
りなかったことは，あの，多分インターンシップの期間が短くて，あの会社の全
般じゃなくて，少しだけ，一部だけの勉強が出来ました.(S10・I) 
構
成
員
・
社
会
人
行
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規
範
・
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行
動
57 10 日間社会人の生活を体験し，行動規範を身につけました.（S3・報） 
58 身だしなみは清潔，ひかいめ，機能であることを学び，正しい姿勢で動作にメ
リハリをつけ，美しいお辞儀の仕方を身に付けました.（S4・報） 
59 会社で働く皆さんの姿を見て勉強になりました.（S6・報） 
60 特に，学生と社会人と違いについてのワークグループ討議キャリキュラムか
ら，皆様の様々な着想を頂いて，社会人の責任感だけでも非常に大変だという
ことを痛感しました.今の学生生活の時間は本当に幸せだと思いました.（S4・報） 
人
材
育
成
の
姿
勢
61 人生においての貴重な話もいっぱい聞かせていただきました.（S2・報） 
62 社員の皆さんが忙しいの中，私達の面倒を見ていただき，分からない事があっ
たら，すぐ教えていただいたり，間違いがあったら，指摘していただいたり，ほ
んとに心から嬉しいです.（S7・最終日日誌） 
63 SPI の授業で非言語の問題について講師さんたちが一生懸命説明してくれまし
た.特に数学が下手な私には非常に役に立ち授業でした.(S2・報）（S2・報） 
64 最初は，ことばの壁やコミュニケーションなど，様々な不安がありました.わか
らない所をきけば，皆に新親（「親切」の誤り）に教えていただき，本当に励ま
してきました.（S3・報） 
65 ほんとに一人の新入社員のように育てって（「育てて」の誤り）いただいた，
心から感謝したいです.（S7・最終日日誌） 
人
間
関
係
66 職場の人間関係も仕事の進めに大切だと思います.（S3・報） 
67 何より大切なことは，日々の努力の積み重ね，お客様との信頼関係を構築する
ことを学びました.（S4・報） 
68 チームワークは一人の作業よりずっと難しいです，ただ個人の能力を求められ
るではなく，相手とのコミュニケーションや協調も大事です.グループ全員の
意識を統一しなければならないですから，人が多ければ多いほど，チーム作業は
難しいです.さらにチームメンバーはそれぞれ違う大学，出身，環境を持ち，そ
のうえ職場特有の雰囲気を加え，本当に学校ではなかなか体験できないもの
です.（S11・報） 
4.2.2	 「自己」に関する評価	 
	 自己については，多様な他者との接触を通して映し出された「適性や能力」についての評価
が下された．目標達成の度合いについては，全く否定的な評価はなかったが，「とても満足です」
(69)という肯定的評価から「大体目標に達成した」(51)，「少しだけ，一部だけの勉強が出来ま
した」(56)といった部分的な肯定評価までさまざまだった．研修前は現場でどのようなことが
起こるかは予測できないため，限られた情報から所与の状況に見合った目標を立てたのだろう
が，研修期間の長さ，研修内容，就職希望の業種・職種と実際の業務との一致・不一致などが
研修後の自身の適性や能力の評価の良否に影響したと推測される．
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 就職希望の業界と研修業界が一致している場合は，将来の自己像がより明確化したようだっ
た．希望通りの金融関連業界での研修を受けた S4 は，最も短い 2 日間の講義型インターンシ
ップだったにもかかわらず，「本当に沢山の知識を学びました．二日前の自分と二日後の自分の
変わりに驚きました．」(50)と成果の手ごたえを感じていた．S4 は母国では理工系を専攻してい
たが，日本の大学ではビジネス系の専攻に変更したという経歴をもつ．会計士やコンサルタン
トを目指して金融業界への就職を希望しているため，インターンシップ先の銀行では転換した
進路が正しいことを判断できたのである．同様のケースで，S6 は母国の大学では教育学を専攻
するが，自己の関心が「ものづくり」にあることに気づき，日本の大学では理工学部に入学し
て製造業への就職を志望している．希望に一致したインターンシップ先のメーカーで，さらに
自己の適性についての確信を得て，強い未来志向を抱いていた(52)． 
	 全体として，能力が向上したという肯定的な評価は自己効力感につながり，能力不足と感じ
ている否定的な評価は将来に向けての課題として再設定がなされていた．  
	 例えば，「～ができました/できたと思います」(71，72)，「(～力が)急速に上がってきました」
(74) 「もっと上手になりました」(75)といった能力向上の実感は，「前に進める力を持つことが
できました」(73)，「自身(「自信」の誤り)がついた．がんばれる(ことがわかった．)」(72) ，「私
そこまで出来るのか」(77)という自己効力感を生み，自己の「成長」(73)，「成熟」(75)の実感に
つながっていた．研修後にもアルバイトとして雇用したいという経営者からの提案を受けた S7
の「絶対今より出来る」(76)という表現には，さらに自信に満ちた将来の自己像が語られてい
る．同時に，職位の高い他者からのより客観的な肯定的評価は日本で就職する決断をさらに支
持する作用をもたらしていた． 
	 一方，「～できませんでした」(70)，「～ある程度伝えることはできたと思います」(72)「自分
の足りないところが分かりました．」(78)といった不足感を残す評価からは，能力不足の認識と
ともに，それを今後の学びの課題としたいという前向きな姿勢がうかがえた． 
	 向上あるいは不足を感じた能力の内容は個人によって異なるが，言語，社会言語，社会文化
など様々なレベルにおいて，前節と同様に，大学の実践共同体では認識しなかった新たな気づ
きがあった点では共通していた．全般的には，日本語能力，社会言語能力を合わせたコミュニ
ケーション能力についての評価が多かった．例えば，人前で論点を明確にして「意見を伝える
こと」(70，72，73，80，81)， 「敬語」(70，71)，「年長者への言葉遣い」(71)，「ビジネス用語」
(74)， 「電話対応」(74，75)，「挨拶」(71)などだ．	  
	 特に，プロジェクト立案タイプの研修への参加者の多くは，日本語能力の中でも自分の意見
や主張を要約し，適切に相手に伝えることの難しさについて言及している．また，日本人学生
とのチーム協働作業は「他大学の学生たちの協力し，作業を通じて自分を比較し，就職におけ
る自分の競争力を見直す」(69)機会だったと評価し，実践共同体内での位置づけを確認したよ
うだ．「特に私は留学生で」(70)，「正直に留学生だから」(73)と，日本語能力でのハンディや対
人関係上の葛藤を感じたものの，議論や発表の機会を重ねる中で，徐々に意見の提示の仕方を
学ぶとともにチーム成員との協調性を構築できたことを肯定的に評価する(72，73，81)． 
	 このように自己についての評価からは， インターンシップが現在の自己の位置付けを見定め
る契機となり，就職活動を含めた将来に向けてさらなる自己向上を目指す基盤となったことが
わかった(82-85)． 
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表 3-2：インターンシップ参加の評価（自己）  
項
目 
No 評価 
適
性
・
能
力
の
判
断 
69 
 
ｘｘ株式会社さんのインターンシップを参加できとても満足です.他大学の学生
たちの協力し，作業を通じて自分を比較し，就職における自分の競争力を見直せ
ます.(S11・報） 
70 インターンは決して簡単なものではありませんでした.特に私は留学生で，特に
敬語と自分の意見をまとめて発言することなどがきちんとできませんでし
た.(S1・報） 
71 自分は敬語をうまく使うことがまだできませんけど，しかし，目上の人，年長者
と話すときに，言葉遣いを工夫しました.会社内で人と会うとき，笑顔で明るく
挨拶することができました.(S6・報） 
 
 
能
力
向
上
の
認
識 
・ 
自
己
効
力
感 
72 プレゼンテーション準備の段階で自分の意見を迷わず伝えることができました.
初めてはあまり意見を話すことさえできませんでした.でも自身（「自信」の誤り）
を持って話そうと思い，それがだんだんよくなり，グループの人たちも私の意見
に耳を傾けてくれました.でも，発表にはまだ上手ではありませんが，人の前で話
すことがこんなに面白いことだと恐れることはないと考え直す機械（「機会」の誤
り）になりまして本当にうれしいです.なお，私が思ったことを正確に日本語で
伝えることが難しかったですが，電子辞書を参考にしてある程度伝えることはで
きたと思います.（S2・報）自身（「自信」）がついた.がんばれる. (S2・I) 
73 私は前に進める力を持つことができました.正直に留学生だからもっと大変では
ないかと思ったときもありました.自分の考えを相手に正確に伝えることにつら
く感じたかもしれません.でも，今は誰でもブレスト，ティスカッションするこ
とができるぐらい成長しました.(S2・報） 
74 電話対応からたくさんのことを学びました.対応力，うまくビジネス用語を使う
力など，この短期間で急速に上がってきました.（S9・報） 
75 この 20 日間のインターンで勉強したことはたくさんありました.特に電話対応の
やり方と人との付き合い方はもっと上手になりました.日本語能力はもちろん，
考え方も成熟になりました.（S9・最終日日誌） 
76 来年またアルバイトとして G 社で仕事するチャンスを先日に頂いた，絶対今よ
り出来るようになるだろうと思う.（S7・最終日日誌） 
77 最初の方は，けっこう，すごく心配しまして，不安もいっぱいあるので.でも，時
間が経つと私そこまで出来るのか，そういう感じになりまして.（S8・I) 
 
 
課
題 
78 自分の足りないところが分かりました.このままではまずいので，これからは自
分の足りないところを補いたいと思っています.（S6・報） 
80 気づいたことはまず普段自分が情報収集の時の甘さです.学校のレポート作成す
るときも，私はただ自分の意見を主張できるようなデータなら，細かく考えなく
使うことが多いです.しかし社会活動においては最新の情報がかければ，今現在の
顧客が求めるものを把握できないです.いわゆる情報の深入調査と引き続きの
変化にも着目しなければなれないです.また自分論点を主張するときはただ単に
一つの視点から切り入りではなく，いろんな視点を考量（「考慮」の誤り）し，
比較したほうが自分の論点をより強く見せるし，質疑に余裕をもって答えるので
す.プレゼンテーションが上手にいかないのは自分の準備不足に過ぎないです.
本来なら自分力を尽くして作った案だから，かなり余裕に話せるだが，自分が発
表する内容に慣れていない，自信が足りないとプレゼンテーションが失敗するで
す.（S11・報） 
他
者
と
の
関
係
81 最初はインターンシップにイメージなくて，なんだかんだで学生気分で行きまし
た.十日間一つの企画案を作るには正直長いと思いました.三日目の時点で私のグ
ループはすでに企画書の半完成品を作り上げました.しかしそれは表に出せるレベ
ルではなかった.裏付けが足りないとか，データ古すぎるとか，視点が単一化すぎ
るなどの問題が山ほどありました.それからグループは裏付けに落ち，何度も中身
を変え，ぐるぐる回った結果，まったく進展なく一週間目を終えました.私として
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性 は最初自分の日本語に自信なく，あまり自分の意見を出せなかった.それが段々時
間キレにつれ，焦った結果自分の意見中途半端に出し，相手からダメ出しに聞こ
えられグループ仲間の不快を起こしました.なのに私はこの状況に自覚なく，ただ
単に悩んでいた.幸い営業同行の際に，先輩に悩み相談をし，ようやく気付きまし
た.第二週に入り，グループ仲間に先週の行き過ぎを謝り，本音を伝えました.最後
にグループ一心で満足できる企画書を作り上げました.（S11・報） 
将
来
へ
の
展
望
82 短いですが，この十日間の体験がこれからの就職活動，就職後にきっとメリット
になると思います.（S5・報） 
83 これからの就職活動に自分はどんな方向に向かって仕事を探します.もう一回考
えるべきだと思います.(S6・報） 
84 これからの私の未来も慎重に考えるつもりです.（S2・報） 
85 社会に対する自分の先入観を是正できたり，自分が働くイメージをつかむことも
できます.（S6・報） 
4.3	 インターンシップ参加後の課題	 
	 前項で明らかになった通り，留学生たちは研修後，自身の能力の向上を覚えると同時に不足
している点を認識することで，未来志向的な展望に立っていた．その自己省察から将来日本企
業で働く自己イメージに向けて，「学生時代に」(86)，「社会人になる前に」(87)必要な能力など
を埋め合わせていこうとする新たな学びの課題を設定した．課題としては，表 4 で示したとお
り，「大学での科目履修」，「資格取得」，「就職活動のためのスキル」，「日本語・英語・韓国語を
含んだコミュニケーション能力」，「ネットワーク形成」，「精神力強化」，「経済的自立」，「イン
ターンシップ再体験」が挙げられた．
	 大学での科目履修に関しては，インターンシップ参加前後の取り組みの姿勢の変化がみられ
る．研修前は「成績評価が高くなりやすい科目だけ」(89)を履修していたことを自戒し，打算
ではなく真の興味から職業生活に活かせるような知識を習得すべきだと思うようになる(88，
89)．簿記，公認会計士，税理士などの資格取得や SPI 試験合格(90-95)には，まず就職活動での
競争力を付けるため，そしてさらには，その先の職業人生でも武器となり得る能力の証として，
可視化できる資格を得ようとする意思がみられる．専門知識のほかには， コミュニケーション
の基礎となる日本語能力や複言語能力を高め(96-101)，同異世代の人間とのネットワークを拡大
すること(102-104)も課題として挙げられた．精神力の強化(105)やアルバイトによる経済的自立
(106)も，職業人としての在り方が明確になることで新たに設定された目標である．学部 2 年生
は再度異なる業界でのインターンシップによる就業体験を希望していた(107，108)． 
	 以上から，インターンシップの社会実践によって想像する企業内での自己像が明確化した後
は，大学での学びの本質や目的が明瞭になり，さらに自己の価値を高めようとする動機が生ま
れたといえるだろう．	 
表 4：インターンシップ参加後の課題	 
項目 No 今後の課題
	 
	 
	 
	 
学
び
全
般
86 社員さんとの話を通じて何を学生時代に学ぶべきか目標設定方法について新
たに考えるようになりました .（S1・報） 
87 今の大切な時間を一秒一分節約して，社会人になる前に沢山知識を身に付きたい
決議（「決意」の誤り）です.(S4・報） 
	 
	 
	 
	 
科
目
履
修
88 そして色んな授業を履修し実際自分はどんな科目が好きで，興味をもっているの
かを把握していきたい.(S1・報） 
89 社会学，国際関係，企業論関係の授業をさらに履修したい.時間的余裕があれば，
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成績評価が高くなりやすい科目だけではない，本当に興味をもった科目も履修し
たい.（S7・I) 
資
格
取
得
90 大学の勉強をしっかり進める上で，公認会計士の勉強も頑張り，就職活動を頑張
りたいです.（今年３月～勉強中）(S4・報） 
91 IT パスポート資格，勉強中.（S5・I) 
92 簿記 3 級しか持ってない，今から 2 級を受ける.（S9・I) 
93 簿記１級 .あるいは税理士 .（S10・I) 
94 もし出来たら公認会計士も挑戦しようと思っています.（S9・I) 
就活 95 SPI も一生懸命勉強します.(S2・報） 
能
力
コ
ミ
䣻
ニ
ケ
䤀
シ
䣼
ン
96 コミュニケーション能力はやっぱり大事だと思って，これから日本語の勉強
に力がもっと入れたいです.特に敬語を正しい使うことや電話の対応です.好感を
もたれる話し方はまず明確な目的意識を持つことで，あかるくて，自信も持つ.
…また，自分が話しやすい人になるためには，相手への思いやりが必要だと思い
ます.…話しやすい人になって，いろんな事を吸収できる人になって得をした
いです.(S3・報) 
97 これから学校勉強を通して質高い難しいブレストやディスカッションにも挑
戦します.(S2・報） 
98 ゼミでの発表をはじめ，練習したいと思います.(S11・報） 
語日
本
99 日本語，ビジネス日本語勉強する.就職のために日常会話だけではなく，社会的
な言葉使わなければならないので，そういうことが勉強する.（S10・I) 
100 今英語勉強しています，塾は通っています（S9・I） 
他
の
外
国
語
101 経済勉強するんですが，…経済，金融証券会社行かないと専門はそんなに使わな
いので.日本語もうちょっと勉強して，英語は子供のころから勉強してるものなの
で，韓国語は少数民族の地域なので，…韓国人がいっぱい来てるとこから来てる
ので，自分ももっともっと勉強して，これは経済知識よりはもっといいことにな
るか.（S9・I) 
形
成
ネ
䣹
ト
ワ
䤀
ク
102 自分に足りないところがわかったので，日本語の勉強を学生時代にできるだけ多
くの人と合（「会」の誤り）って積極的に自分から話をかけるようにするつもり
です.(S1・報） 
103 今は日本人の友達何人かいます.２年生の時はあまりいなかったです.今就職のこ
と考えて友達作ってます .(S3・報） 
104 学校の友達だけではなく，幅広い年齢層の人々と積極的にお話をして，ビジネ
スマナーを活用し，良い人間関係を造りたいです. (S4・報） 
経
済
的
自
立
・
精
神
力
精
神
力
・
105 精神面を鍛えたい.…めんどくさいが勝つんだけどどっちかっていうと簡単なほ
うに行きがちです，あと諦めるのも早いかもしれない.これから頑張って変える.
（S7・I) 
106 勉強とアルバイト .アルバイトは元々しなかったので.毎月の生活費は両親から，
ちょっとだけ貰ってるので，自分アルバイトの給料は足らないので，もうこれか
ら，自分足りるために.（S10・I) 
シ
䣹
プ
イ
ン
タ
䤀
ン
107 まだ経験，会社でその仕事をする経験.私もう来年インターン自分で探したいんで
す.もうその日本の不動産や業界でなくて別の業界 .その自分気に入る会社に入っ
てそれから自分のなんか….（S9・I) 
108 （またインターンシップの）機会があったら，ホテルでもいいし，金融証券の会
社でもいいので，行ってみたいです.（S10・I) 
5. 考察
日本企業でのインターンシップに参加した留学生の目的，研修後の評価，今後の課題設定に
よる調整行動についての分析結果から，以下のことが明らかになった．
	 まず， 本研究協力者の参加の目的は，真正な職場環境での就業実践を通して，日本の社会，
産業，企業に関する理解を深め，自己の適性，能力を見定めることだった．異文化を背景にし
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た留学生は日本企業についての情報に乏しく，就職までの予期的社会化が十分にできていない
ことから，企業での学びを直接体感することが重要なのだ．将来の就職先実践共同体内での自
己の位置付けを想像し，日本企業への就職の可否を見極めることがかれらにとって重大な目的
だったといえるだろう．職業選択すなわち国の選択を意味する留学生にとってその見極めは，
就職後の人生に関わる深刻な決断となるからだ．
	 研修後の評価には，企業に関する知識の向上・理解の深化とともに職務遂行能力の向上が認
識され，自己概念が明確化したことが示されていた．それは，現在の自分の能力がいかに部分
的で，守られた環境で発揮しているものだったかという気づきであり，大学の限られた教室空
間では起こり得ない学びの実感だった．企業実践共同体には消費者や留学生の立場では見えな
い業務があり， その一つ一つが経済活動の流れの中では不可欠で企業の利潤につながること，
厳しい仕事も積極的に取り組めば達成感や楽しさを味わえることなどに気付いたわけだ．
	 留学生たちにそれを気付かせたのは，大学では出会えない多様な他者たちとの接触だった．
真の社会人の観察や社員からの指導によって，業務のこなし方ばかりでなく人生観についての
学びを得ていた．他大学所属の学生とのチーム課題を遂行する過程では，日本語能力の差異や
価値観の違いによる葛藤を覚えながらも協調的に達成していくことの重要性を自覚する．
	 このように異なる属性の多様な他者たちと自己を対比させることで，現在の自己の能力，適
性などを判断することができたのである．日本の企業内で受ける業務・精神支援は手厚く，こ
のような人材育成体制なら，新入社員として入社する時点で、たとえ日本語能力や業務に関す
る専門知識が充分でなくてもやっていけるという判断に至ったようだ．
	 社会実践的な学びを体験した後は，研修期間の長短や内容を問わず，参加者全員が成長した
自己を認識すると同時に，さらなる向上の必要性に気づき，不足している点を今後の課題とし
て大学での学びに反映させようとする意欲的な姿勢がうかがえた．
以上から，インターンシップ参加には主に次のような意義があると言えるだろう．
大学－企業実践共同体間の双方向の往還という空間移動と，過去－現在－未来の時間的移動
を伴うインターンシップは，それまで知り得なかった学びについての気づきを促し，その学び
の価値をさらに高めるための動機付けとして有効な機会となったことが指摘できる． 特に留学
生にとって，真正な職場での新しい知識の付加や新たな自己概念形成の経験は，日本の社会に
おける自己の位置付けを見極める重要な手立てとなる．学術生活の先にある職業人像を見据え
る視点を体得した参加者は，将来求められるだろう「未来知」から，就労体験によって修得し
た「体験知」を差し引いた，大学実践共同体内での「現在知」を測ることができるのだ．
	 職業探索期にある大学生は直近の未来として，就職活動での内定獲得を目標に据えがちだ．
しかし，企業での就業実践はこのような短期的な未来展望に立ちがちな視野を，より長期的に
立たせることができる．自己実現の在り方は個人によって異なり，正確な文法規則のように「成
功した人生」といった唯一の解は存在しない．それ故に，将来の人生に向けて現在の自己の長
所を伸長し，短所を埋めるために何が必要なのかを，自分なりに客観的に考える時間をもつこ
とは重要である．一回きりではなく複数回のインターンシップ体験を重ねることで，より相対
的な自己概念を明確化していくことができるに違いない．
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6. おわりに
	 以上，インターンシップに参加した留学生の学びのプロセスを考察した．インターンシップ
を媒介として時空間を移動することで，教育的に構造化された大学内での学習環境と大学外で
の実践的学びの不連続性を解消できる可能性や，両者を有機的に連携させることによってより
豊かな学びが創出できる可能性が示唆された．よって，大学機関でのキャリア教育は，個人内
認知に閉じた伝達－受容による知識の蓄積だけではなく，社会的実践の中で多様な価値観をも
った他者との接触を通した知性と人間性の涵養を目指すべきだと提言したい．
本研究では，インターンシップの研修期間を一単位として捉えて，学びのプロセスをみたが，
業務日誌によって一日を単位としてみた場合も，目標－評価－調整行動の反復が認められた
(Yokosuka 2013)．また，個人の学びの軌跡は一直線ではなく進退を繰り返すことや参加者によ
って個別性があることも示唆されている(横須賀 2013)．今後は，個人に着目したデータをより
詳細に分析し，職業領域での学びの実態についてさらに深く検討することが課題である．
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i ビーチ(2004)は「共変移」を,「側方変移」(lateral	 transition),「相互変移」(collateral	 transition)「包含変
移」(encompassing	 transition),「媒介変移」(mediational	 transition)という４つの類型に区別した.	 
ii 横須賀(2013)では,インターン留学生が企業実践共同体内の周辺と十全を往還しながら,言語,社会言語,社会文化レ
ベルのさまざまな「インターアクション能力」(ネウストプニー1995)を身に付けていく様態が明らかにされている.	 
iii S11 は,2013 年と 2014 年に 2 度,インターンシップに参加している.2013 年は学外プロラム(S7,S8,S9,	 S10
と同プロ グラム)への参加で,S7,S8 と同じ G 社で研修を受けたが,本稿では 2014 
年の学内プログラム参加時のデータのみ扱う.	  
iv 大学主催プログラムの報告書には所定のフォーマットがあったが,学外プログラムの報告書の書式は自由だったた
め,それぞれに該当する項目を抽出した.	 
v ここでいう「目的」とは,第 2
章で述べたとおり,自己の欲求に基づいた自己実現の意義を表す抽象的な概念であり, 
その目的を達成するための過程で立てる具体的な行動指標である「目標」よりも上位の概念として考える.	 
vi ここでの「評価」とは,自己の適性,能力,態度のほか,職務内容,業種,組織構成員,顧客など,インターンシップにまつわ
るあらゆる事物や人物についての意義や価値を判断することである.前節で用いたような自己に関する本質や素質につ
いての「査定」よりも広範な,今後の能力開発なども含めた意味で,ものごとの状態に対する価値判断として用いる.
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